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はじめに 

 

新型コロナウイルス感染症の現下の状況において、自然災害に対応するためには、自

助・共助・公助の連携がより一層強く求められます。災害が発生し避難所を開設する場

合には、避難者はもちろんのこと、避難所を運営するスタッフの感染を防止するため、

感染防止対策に万全を期すことが重要です。この冊子は、対策のポイントや避難所の開

設方法のほか、平時から備えておくこと、避難する際に必要なもの、災害時にとるべき

⾏動についてまとめたものです。 
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１ 感染症対策のポイント  

避難所は、「感染のリスクが高い環境」になる恐れがあることを踏まえ、避難者及び

避難所運営職員等を感染から守るとともに、クラスターの発生を防ぐため、感染症対策

に万全を期すことが必要です。 

 

 

 

⚫ 感染拡大のリスクを高める環境となる
「換気の悪い密閉空間」「多くの人の密
集する場所」「近距離での密接した会話」の３つの「密」を徹底的に避ける。 

 
⚫ 施設の常時換気。 
 
⚫ 避難所での手洗い、咳エチケット等の徹底。 
 
⚫ 人と人との距離（ソーシャルディスタンス）の確保。 
 
⚫ 避難者、運営スタッフ等、避難所に出入りする者へのマスク着用と 

手指消毒の徹底。 
 
⚫ 避難所への入所時における健康状態の確認。 
 
⚫ 入所時及び定期的な検温の実施。 
 
⚫ ドアノブ等、多くの人の手が触れる箇所の消毒。 
 
⚫ 発熱、咳等の症状が出た人には、間仕切りを用いたり、個室を利用したりするな

ど、専用スペースを確保する。症状のある人同⼠を同室にはせず、医療機関等への搬
送も検討する。また、可能な限り他の避難者とはゾーン、動線を分けます。 
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２ 具体的な感染防止対策  

 
１ 手指衛生等 

⚫ 避難所運営に係るすべての職員、避難所運営委員及び避難者等は感染対策の基 
本である⼿指消毒・⼿洗いの励⾏、マスクの常時着用を徹底します。 

⚫ ⼿を拭く際はタオルの共用はせず、個人用タオルかペーパータオルを用います。 
⚫ 定期的に⼿指衛生の励⾏を啓発します。 
⚫ 断⽔時は流⽔での⼿洗いができるように⼿洗い場に蛇口のついたプラスチック 

容器を設置します。 
⚫ 断⽔時は⽔洗トイレの使用ができなくなるため、仮設トイレが設置されるまで 

の間は便座等に簡易便袋を被せ使用します。 
  
２ 避難者の振り分け 
 ⚫ 発熱等異常のある者は、専用スペースに振り分けます。 

⚫ 避難スペースとして体育館のほか教室等を使用し、密集・密接を防ぎます。 
  ただし、校⻑室・職員室・事務室・保健室・図書室・家庭科（調理室）・理科

室・音楽室・図工室・技術室・PC 室・給食室等は使用できません。 
⚫  避難スペースでは、各世帯との間隔は２ｍ以上（最低１ｍ）間隔を空けます。 

 ⚫ 避難スペースでは、一人あたりの占有面積を２㎡(1.0m×2.0ｍ)とします。 
⚫ 簡易間仕切り、段ボール等によるパーティションを活用します。 

 
３ 環境整備 

⚫ 内履きと外履きを区別し、建物内部へは⼟⾜で⼊らないようにします。 
⚫ ⼿すりやドアノブ等の環境表面は定期的にアルコール・次亜塩素酸⽔を用いて清 

掃を⾏います。 
 ⚫ 施設内の避難スペース及び共有スペース等は、空気の流れをできるだけ作る 

よう２方向の窓等を開放するなど⼗分な換気を定期的に⾏います。 
 ⚫ 飛沫感染を防ぐため拡声器を使用します。（大声を上げない） 
 
４ 食事・物資配布ルールの基本 

⚫ 食品等を置くテーブル等は、アルコール・次亜塩素酸⽔等で常に拭きます。 
⚫ 食品等は避難者の持参品を基本とし、配布する場合は個包装の製品とします。 
⚫ 一⻫に取りにくるような配布方法は避けます。 
⚫ 担当者は使い捨て⼿袋とマスクを着用します。 
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５ 入所者及び避難所運営職員等の体調管理 
⚫ 避難所⼊所時は検温（⼊所後は毎朝・夕実施する）及び健康状態チェックシート

により避難者等の健康チェックを⾏い、発熱、息苦しさ、味覚・臭覚の異常等の特
別な所⾒（感染の疑い）の有無を確認し、避難者の体調管理を⾏います。 

⚫ 職員の体調管理の徹底を図り、業務従事前後に、検温や体調のチェックを⾏いま 
す。 

⚫ 追跡調査できるように、避難者名簿には誘導した部屋の名称等を明記します。 
⚫ 感染症の疑いがある者が⼊所⼜は発生した場合は、発熱者専用スペースに隔離

し、感染拡大を防ぎます。その際、トイレは専用とするなどゾーニングを⾏いま
す。 

⚫ 発熱者専用スペースで対応する職員は、マスク、使い捨て⼿袋、ガウン、眼の防
護具（フェイスシールド⼜はゴーグル）等の個人防護服を着装します。 

３ 避難所開設及び運用方法  

 

１ 避難所運営スタッフの配置 
⚫ 受付係  避難者の受付、避難者の管理、災害対策本部との連絡調整等 
⚫ ペット係 ペット同⾏避難者の整理等 
⚫ 誘導係  教室・福祉避難所等への誘導 
⚫ 健康係  検温、避難者の体調管理、換気・消毒等 

 
２ 避難所運営の感染防止対策 
 マスク・使い捨て⼿袋を身に着ける。避難者数の増加など必要に応じてフェイスシー
ルドを使用します。 

    
３ 手指消毒液等・マスク等の配置 

小・中学校 受付（マスク・⼿指消毒液） 各階廊下（⼿指消毒液） 
福祉文化会館 受付（マスク・⼿指消毒液） 各階廊下（⼿指消毒液） 
その他会館等 受付（マスク・⼿指消毒液） ― 

 
４ 避難者の受付 
  感染症防止対策として、避難者の受付は「事前受

付」及び「総合受付」の２か所の受付を設置します。 
（１）事前受付 

  ⚫ マスクの着用を確認します。 

避難者受付訓練の様子 



6 
 

  ⚫ 非接触式体温計等により避難者の検温を⾏います。 
 ⚫ 電子体温計を共用する場合は検温毎にアルコール消毒をして使用します。 

⚫ 健康チェックシート別紙２(P11)により、避難者の体調の確認をします。 
  ⚫ 発熱（37.5℃以上）⼜は健康チェックシート★印欄に異常が認められた者は、

発熱者専用スペースへ誘導します。振り分けフローは別紙 1(P10)のとおり。 
  ⚫ ペット同⾏避難者は、事前受付後、ペットを専用スペースに預けた後に総合受

付に案内します。 
  ※ 各避難所の避難スペースの詳細は、各避難所の避難所開設キット内に備えてい

ます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）総合受付 
  ⚫ 避難スペースに⼊館（室）させる際は必ず⼿指の消毒を⾏うことを徹底しま

す。 
  ⚫ 避難者カードを配布するとともに、追跡調査できるよう避難者カードに誘導し

た、避難スペースの位置、部屋の名称等を明記します。 
  ⚫ 避難者を避難スペースに振り分ける。 
  ⚫ 避難スペースでの避難者の配置は別図１(P14)・別図 1-2(P15)・別図２

(P16) 
の配置例を参考とします。 

⚫ 避難スペースの振り分け順は、①体育館、②教室の順とします。 
⚫ 教室は低層階から順に誘導します。 

  ⚫ 避難⾏動要⽀援者等は、福祉避難スペースへ誘導します。（小中学校のみ） 
（避難者が発生した場合は、福祉課担当職員を増員する。） 

⚫ 避難者が希望する場合は、⾞中泊を認めますが、エコノミークラス症候群の注 

避難所 ペット専用スペース 

葉⼭小学校 東昇降口 

一色小学校 東昇降口 

⻑柄小学校 トンネル廊下（１階地下通路） 

上⼭口小学校 ⽞関昇降口前の廊下を挟んで反対側にあるホール 
（上小ホール） 

葉⼭中学校 プール（屋根下） 
風⾬が強い場合はプール更⾐室 

南郷中学校 生徒用昇降口 
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意が必要です。（原則、⾞両による避難は不可） 
５ 感染の疑いがある者の隔離 
  避難者等の健康チェックにより「感染の疑いがある者」と判断される者は、発熱者

専用スペースに誘導し隔離します。 
 ⚫ 発熱（37.5℃以上）がある者⼜は健康チェックシート★印欄に異常が認められた

者。 
⚫ 状況により救急要請し医療機関に搬送します。 

 
６ 避難所開設に必要な準備資機材 （防災倉庫等に備蓄されています） 

⚫ 避難所開設キット一式 
⚫  停電対策キット一式 
⚫ 毛布 
⚫  停電対策機材（発電機・LED バルーン等） 
⚫  仮設トイレ（簡易トイレ・簡易便袋・仮設トイレ等） 
⚫  ＭＣＡ無線機 
⚫  その他  必要に応じて適宜、防災備蓄品を使用する。 

 

７ 感染防止対策用備蓄資機材 
従来の備蓄品に加えて、新型コロナウイルス感染症を踏まえた避難所運営に必要

な物資を防災倉庫内に備蓄しています。 
 

（１）感染防止対策キット一式（非接触式体温計・
マスク・アルコール消毒液・フェイスシール
ド・使い捨て⼿袋・薬用ハンドソープ等） 

 
 
 
 

 
●マスク 

   避難者の自助によるマスク着用と持参を原則とします。未着用者分として使用し
ます。 
●フェイスシールド 

   事前受付・総合受付の担当者が受付を⾏う際、発熱者等専用スペースに誘導され
る避難者を対応する際などに使用します。 

感染防止対策キット 
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  ●使い捨て⼿袋 
   発熱者等専用スペースに誘導される避難者を対応する際、ごみを処理する際など

に使用します。 
●非接触式体温計 
 体温を測る際に使用します。 
●ハンドソープ 

   トイレなどに配置し、⼿指の洗浄に使用します。 
●⼿指消毒液 
 避難スペースの⼊口などに配置し、⼿指消毒用として使用します。 

  ●避難者カード・健康チェックシート 
   避難者カードは避難スペースに移動後、記載するものとし、健康チェックシート

は事前受付で配布・記載し、健康チェックを⾏うとともに、避難所滞在中の健康状
態の確認に使用します。 
●感染対策ポスター・避難所用案内カード 

   避難スペースの⼊口、トイレ、ごみ捨て場などに貼付し、避難者や関係者に感染
予防対策のポイントの周知を図ります。 

 
（２）感染対策用間仕切り 

 

 ●避難所用簡易間仕切り 
  体育館などの広い避難スペースでの感染防止対策として使用します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

⼥性更⾐用・授乳用テント 

避難所用簡易間仕切り 設営訓練の様子 
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８ 断水時のトイレ対策 
  断⽔が発生した場合は、⽔洗トイレの使用ができま

せん。断⽔が⻑期に及んだ場合などは、組み⽴て式仮
設トイレを設置しますが、組み⽴てには一定の時間や
人員が必要です。組み⽴て式トイレを設置するまでの
間は、簡易便袋（既存の便器に被せて使用するもので
す）で対応します。特に避難所開設時など時間的な余
裕がない場合に有効なものです。災害時のトイレ対策
は、時間の経過とともに状況に合わせた対応を図るこ
とが重要です。 

  また、断⽔の場合は洗面所での⼿洗いができなくなり 
 ますので、コック付きのタンクをトイレに配置します。 
 断⽔になってからでは⽔が張れませんので、あらかじめ 

断⽔に備え、タンクに⽔を⼊れて洗面所に配置しておく 
ことが大切です。その他、トイレには消毒液、消臭剤な 
どを配置します。 

 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

組み⽴て式式仮設

コック付タンク 

簡易便袋 
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避難者受付の流れ 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発熱者専用 

スペース 

・ マスク着用の確認 

・ 検温（非接触式体温計） 

・ 健康チェックシート記載 

① 事前受付 

② 総合受付 

避難スペース 

【体育館】 

避難スペース 

【教 室】 

福祉避難 

スペース 

障害のある方 

健康チェックシート異常あり 

・ 発熱（３７．５℃以上） 

・ 健康チェックシート★欄の回答が「はい」 

・ 手指消毒 

・ マスク着用の確認 

・ 避難者カード配布 

・ 避難スペース記載 

体育館内に避難スペースが

なくなった場合は、低層階か

ら順に教室を使用。 

・ 避難者カード配布 

・ 避難スペース記載 

健康チェックシート異常なし 

別紙１ 

ペット同行の場合、ペットは専

用スペースへ（要ケージ） 
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年齢

　 ／　（ 　）　 ／　（ 　）　 ／　（ 　）　 ／　（ 　）　 ／　（ 　）　 ／　（ 　）　 ／　（ 　）

朝　　　　℃ 朝　　　　℃ 朝　　　　℃ 朝　　　　℃ 朝　　　　℃ 朝　　　　℃ 朝　　　　℃

夜　　　　℃ 夜　　　　℃ 夜　　　　℃ 夜　　　　℃ 夜　　　　℃ 夜　　　　℃ 夜　　　　℃

★息苦しさ はい・いいえ はい・いいえ はい・いいえ はい・いいえ はい・いいえ はい・いいえ はい・いいえ

★におい・味 はい・いいえ はい・いいえ はい・いいえ はい・いいえ はい・いいえ はい・いいえ はい・いいえ

だるさ はい・いいえ はい・いいえ はい・いいえ はい・いいえ はい・いいえ はい・いいえ はい・いいえ

せき・たん はい・いいえ はい・いいえ はい・いいえ はい・いいえ はい・いいえ はい・いいえ はい・いいえ

吐き気 はい・いいえ はい・いいえ はい・いいえ はい・いいえ はい・いいえ はい・いいえ はい・いいえ

下痢 はい・いいえ はい・いいえ はい・いいえ はい・いいえ はい・いいえ はい・いいえ はい・いいえ

その他

はい・いいえ
（症状）

はい・いいえ
（症状）

はい・いいえ
（症状）

はい・いいえ
（症状）

はい・いいえ
（症状）

はい・いいえ
（症状）

はい・いいえ
（症状）

 下痢がある

その他の症状がある
・食欲がない
・鼻水、鼻づまり、のどの痛み
・頭痛、関節痛や筋肉痛
・一日中気分がすぐれない
・からだにぶつぶつ（発疹）が出ている
・目が赤く、目やにが多い　　　　　など

チェック欄

健康チェックシート

ひとつでも該当すれば「はい」に〇
・息が荒くなった（呼吸数が多くなった）
・急に息苦しくなった
・少し動くと息があがる
・胸の痛みがある
・横になれない、座らないと息ができない
・肩で息をしたり、ゼーゼーする

 においや味を感じない

 せきやたんがひどい

 全身のだるさがある

 吐き気がある

避難スペース氏名（ふりがな）

体温測定

避難所名

別紙２ 
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2.0m 

マスク 

事前受付 

消毒液 

1
.0

m
 

単  身 

4 人家族 

２９ｍ 

２
３
ｍ
 

避難スペース（体育館）レイアウト（例） 

（簡易間仕切り＋ロールマット併用の場合） 

 

 

 

    
    

2 人家族 

3 人家族 

2.0m 

2
.0

m
 

受 付 

ひとりあたりの占有面積は２㎡（1.0×2.0） 

グループ間の間隔は２ｍ（最低１ｍ）空ける 

ロールマット

2

 簡易間仕切り１８部屋(1 列あたり) 

１部屋あたり 2.1m×2.1m 

1 部屋 4.2 ㎡（2.1×2.1）ロールマット４本 

定員２〜３人 養生テープ等で明示する 

発熱等異常なし 

体育館の収容
者が超えた場
合は教室へ 

検温等健康チェ
ックシート記入 

発熱等がある方は個室へ 

別
図

１
 

◆窓等を開けて換気を行う 
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マスク 

事前受付 

消毒液 

1
.0

m
 

２９ｍ 

２
３
ｍ
 

避難スペース（体育館）レイアウト（例） 

（簡易間仕切り 最大７２部屋） 

1 人あたりの占有面積は２㎡（1.0×2.0） 

家族間の間隔は２ｍ（最低１ｍ）空ける 

ロールマット 2 本 1.0ｍ×2×20ｍ 

    
    

 

2.0m 

2
.0

m
 

受 付 

簡易間仕切り１８部屋(1 列あたり) 

１部屋あたり 2.1m×2.1m 

発熱等異常なし 

体育館の収容
者が超えた場
合は教室へ 

検温等健康チェ
ックシート記入 

発熱等がある方は個室へ 

別
図

１
－

2
 

◆窓等を開けて換気を行う 

1 部屋 4.2 ㎡（2.1×2.1）ロールマット４本 

定員２〜３人 
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◆窓等を開けて換気を行う

   

机
・
椅
子
を
教
室
の
中
央
に
移

動
し
て
使
用
す
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７
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９ｍ 

避難スペース（教室）レイアウト（例） 

2.0m 

別
図
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４ 平時の対策  

避難とは「難」を「避」けることです。自宅が洪⽔や⼟砂災害の危険性がない地域の方や堅
牢なマンションの上層階など、安全な場所にいる人は避難所に⾏く必要はありません。平時か
ら自らの命は自らで守るという意識を持って、ハザードマップにより自宅の災害リスクを確認
しておくことのほか、非常持出袋の準備、災害時にとるべき⾏動について、あらかじめ確認し
てくことが大切です。避難所の開設は、風⽔害時は町の職員が⾏いますが、地震発生時は町の
職員の参集には時間を要します。そこで、町では各避難所運営委員会により、町の震度が 5 弱
であった場合、避難所の開設準備を⾏うこととしています。 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

町では土砂災害・津波・洪水の災害種別ごとにハザードマップを配布しています。防災安全課にお越し

いただくか、町のホームページでも確認することができます。 

対策その２ 
町指定の避難所以外に複数の避難先

を確保する。（分散避難） 

町が指定する避難所で受け⼊れることができる人数には限りがあります。避難が必
要かどうか、避難⾏動判定フロ－により平時から確認しておきましょう。 

避難先は町指定の避難所以外にも、安全な地域にお住まいの親戚や友人宅、ホテ
ル・旅館なども考えられます。 

特に新型コロナ禍においては、避難所に多くの人が集中すると感染リスクが高まる
恐れがあります。いざという時に備え、複数の避難先を確保してください。 

対策その１ 
ハザードマップで地域の危険性を確認

し、避難経路を考える 

自宅周辺の危険性（災害リスク）
を、災害の種別ごとに確認してくださ
い。避難が必要な地域なのか、避難す
る場合の経路及び避難場所など、平時
から検討しておきましょう。 
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対策その４ 今のうちにやっておく。 

側溝や排水口にごみ、落ち葉、泥が詰まっていないか確認。 

対策その３ 地域で助け合う。 

地域には、高齢者や障害のある方な
ど自らの⼒で避難することが困難で⼿
助けを必要としている人がいます。日
頃から気にかけて、みんなで助け合い
ましょう。 

「土のう」で、雨水の侵入を防ぐ。 
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ペットを避難所内の避難スペースに⼊れることはできませ
ん。（ペットは各避難所の指定する場所となります）ペットと
同⾏避難する場合は、「ケージ」の持参が必要となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

対策その５ 停電・断水に備える。 

台風や地震などによって停電が発生します。停電に備えた対策をしておきま
しょう。 

・ LED ランタンなど停電時の照明を準備する。（乾電池を備蓄する） 

・ 就寝中の災害に備え枕元に LED ライトを準備しておく。 

・ 冷凍庫に保冷剤を備えておく。 

・ 台風などで停電が予想される場合、冷蔵庫の温度設定を最も低い温度（冷蔵庫の設定で最

も強く）にしておく。 

・ ⻑時間の停電は、断⽔に繋がる場合があります。断⽔に備え、空いたペットボトルやヤカ

ンに飲料⽔を、風呂、たらい、バケツに⽔を張っておく。（トイレなど生活用⽔の確保）  

・ トイレ対策として非常用トイレ（簡易便袋）を備蓄しておく。 

・ 携帯電話やパソコンは充電しておく（予備のバッテリーを準備しておく）。 

対策その６ ペットの避難対策 

マンション等にお住まいの方 

 

マンション等の中高層建物は、水道管から揚水ポンプを経て各住戸に給水していま

す。このため停電時には、揚水ポンプが稼働せず、非常用自家発電設備等が設置されて

いない場合は断水します。（高架水槽を設置されている場合は、高架水槽の容量分のみ

出ます。） 

停電時でも使用できる水道管と直結した蛇口（非常用水栓、共用水栓等）の設置 

場所を日頃から確認（管理組合や管理会社に相談）しておきましょう。 

 
停電時の問い合わせ先 

  東京電力パワーグリッド株式会社 0120-995-007(フリーダイヤル)  03-6375-9803（有料） 
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対策その７ 避難する際、食料・水は持参する。 

風⽔害時、避難する場合は、必要な食料・⽔などは各自持参していただくこ
ととなります。 

避難時にすぐに持ち出せる非常持出品（非常袋）を備えてください。また、
大規模災害時のライフライン寸断に備え、非常備蓄品（非常食）を最低３日
分、できれば１週間分備えてください。 

 

非常持出袋に何を入れたらよいか（参考例） 

 

□ 懐中電灯 （ＬＥＤ推奨） 

□ 携帯ラジオ  

□ 予備用乾電池  

□ 携帯電話・充電器 

□ 食料 （火や水を使わずに食べられるもの、乳幼児がいる方は液体ミルクなど）  

□ 割り箸・スプーン 

□ 水（ペットボトル 500ｍｌが使いやすい） 

□ 医薬品（常備薬、絆創膏、ビタミン剤） 

□ 衣類 （下着、靴下（厚手）、軍手、防寒衣、タオル） 

□ 衛生用品 （マスク、歯ブラシ、ティッシュペーパー、ウェットティッシュ、生理用品） 

□ 現金 （おつりが出ない場合がある為、硬貨も準備）  

□ 権利書等大切なもの （銀行の貸金庫の利用も有効） 

□ 免許証等、身分証明書 （コピーを用意） 

□ 保険証 （コピーを用意） 

□ お薬手帳の写し・病歴などのメモ 

□ カッパ 

□ 眼鏡・コンタクトレンズの予備 

□ 携帯用トイレ 

□ 体温計 
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５ 避難⾏動判定フロー  
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